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医療法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う厚生労

働省関係省令の整備に関する省令の施行について 

医療法等の一部を改正する法律の一部の規定が平成30年12月1 

日に施行されることに伴い、医療法等の一部を改正する法律の一部

の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する省令が同年12月

1日より施行されることになりました。詳細は佐臨技HP参照 

 

役員候補者選出委員会報告 

8月8日(水)佐賀県健康づくり財団にて標記委員会を開催しまし

た。（川内保彦） 

出席：原めぐみ 千葉友子 川内保彦 三根光浩 (敬称略) 

委員長選出について、役員候補者選出規程第2章 第3条より、

委員の互選を行なった。 

委員長に川内保彦、副委員長に原めぐみが選任された。 

 

平成30年度第1回表彰（賞・罰）審査委員会報告 

 8 月 31 日（金）標記委員会を佐賀大学医学部附属病院で開催し

ました。委員長、副委員長の選出を行い、各賞推薦について検討い

たしました。（内田） 

   県北地区 松下和敏委員長   宇都宮病院 

   県西地区 中村志保美副委員長 嬉野温泉病院 

   県南地区 石隈麻邪委員    佐賀大学医学部附属病院 

 

平成30年度親睦行事について 

10月28日（日）県立宇宙科学館 （武雄市武雄町永島16351）

にて親睦行事を開催します。多くの会員・家族の皆様のご参加をお

願いします。参加される方は事前にお申し込みください。別紙参照 

 

第2回事業推進委員会報告 

8 月 23 日（木）佐賀大学医学部附属病院にて標記委員会を開催

しました。（中島秀樹） 

1.全国「検査と健康展」について 

○日時：11月18日 9：30～未定（施設開店と同時） 

○場所：ゆめタウン佐賀 ｲｰｽﾄｺｰﾄ  

○内容：エコー・顕微鏡・肺年齢測定・物忘れ検査・肌年齢検査 

2.親睦行事について 

日時：10月28日 10：00～（現地集合） 

場所：県立宇宙科学館 （武雄市武雄町永島16351） 

内容：常設展示コーナー・プラネタリウム等観覧・昼食 

 

日臨技九州支部卒後教育研修会『第 11回生物化学部門研修

会』報告 

9月1日(土)、2日（日）、佐賀市で日臨技九州支部卒後教育研修

会『第11回生物化学部門研修会』を開催した。9月の台風シーズ

ンでの開催となり、不安を抱えながらの企画、運営ではあったが、

当日の参加者は県内外合わせて103名と多くの参加があった。 

研修会のテーマは“見つけよう！ Pitfall(落とし穴)”を主旨

とした。内容については、教育講演として技師3名が3つのテー 

 

マについて一つずつ担当し、実際のルーチン中に陥りやすい

Pitfallについて講演した。特別講演は、今年12月に施行される

医療法、臨検法改正について、日臨技より丸田秀夫常務理事をお迎

えし、講演をしていただいた。ナイトセミナーでは、長年、免疫血

清分野で活躍された諫早総合病院の今里和義技師に『免疫検査に思

う事』と題し、これまでの技師人生の軌跡について大変貴重なお話

を頂いた。そして、R-CPCについては、２日目全てをあて、また、

例年より症例数を減らし、グループディスカッションと討議する時

間を十分に確保し開催した。 

今回の研修会はいずれも実際の検査現場で活用することができ、

かつ充実した内容ばかりで、参加者からも大変有意義なものであっ

たとの声も多く、盛況なものであった。特に教育講演では、身近に

起きた実際の出来事などを紹介していただき、わかりやすく共感で

きる内容だった。また、R-CPCでは、今回、各グループディスカッ

ションの内容をホワイトボードにまとめ、プレゼンを行う方法を採

用し、聴講する側にもわかりやすかったと考える。また、コメンテ

ーターを担当していただいた佐賀県医療センター好生館の吉富有

哉先生の協力で、各症例の解析資料を配布した。今回の研修内容を

各施設に持ち帰り、日常業務に活用していただくことを願う。今後

も九州支部の臨床検査技師が繋がり、知識を共有し、ともに高め合

っていくことができる本研修会の企画に大きな期待をしている。 

今回の研修会は、認定臨床化学・免疫化学精度保証管理技師の更

新指定講習会でもあり、参加者が多くなった一因と考えるが、佐賀

県では、まだ2名しか取得者がいない状況となっている。医療法改

正があり、精度管理責任者を各施設で配置する必要がある。本研修

会を通じ、佐賀県で一人でも多くの認定取得者が増えることを願う。 

（佐賀県医療センター好生館 新開幸夫） 

 

佐賀県医師会精度管理委員会報告 

 8月1日(水)佐賀メディカルセンタービルにて標記会議が開催さ

れた。まず、昨年度の精度管理調査の総括的な報告が行われた。調

査報告会への参加数が減少していたため、当会にも働きかけを行う

よう指示があった。続いて、今年度の調査報告のあり方を討議した。

調査内容は昨年同様、調査日は10月中旬、調査報告会は2月下旬

の開催が承認された。 

なお、同調査の解析作業は引き続き佐臨技が担うこととなり、部

会長、副部会長、部会委員が任命された。(百田)  

佐賀県医師会臨床検査精度管理解析部会報告 

 8 月 22 日（水）佐賀メディカルセンタービルにて、標記会議が

開催された。委員は当会推薦の川崎誠司副部会長・山口一剛氏（佐

賀大学）・川浪美香氏・岩野瞳氏（健康づくり財団）・川原有貴氏（好

生館）・近藤淳一郎氏（河畔病院）そして百田が部会長を務める。

会議は先の管理委員会報告に始まり、解析分野の担当や今年度の調

査について詳細に討議した。 

なお今年度より、当会から調査資料費の一部を負担し、医師会と

の共催事業としていただくこととなった。（百田） 

9月三役活動報告 

20日（木）三役会（佐賀市）・・・・・・・・・・・・全三役 
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